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全
国
国
立
大
学
病
院
長
会
議

常
置
委
員
会
に
お
い
て
、
国
立

大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
「
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
感
染
予
防
心
得
が
作

成
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
概
要

⑪
エ
イ
ズ
は
、
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
で
あ
る
が
、
こ
の
ウ

イ
ル
ス
は
Ｌ
Ａ
Ｖ
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

ｌ
Ⅲ
、
あ
る
い
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
一
旦
発
病
す
れ

ば
各
種
の
免
疫
機
能
が
破
壊
さ

れ
、
重
篤
な
感
染
症
や
悪
性
腫

瘍
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
あ
る
。

し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
様

式
は
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
類

似
し
て
い
る
が
、
感
染
力
は
こ

れ
よ
り
弱
い
。
感
染
は
、
疫
学

的
に
は
、
血
液
、
精
液
、
唾
液

等
を
介
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

空
気
感
染
、
飛
沫
感
染
及
び
日

常
ま
た
は
社
交
上
の
接
触
に
よ

る
感
染
の
報
告
は
な
い
。
医
療

に
お
い
て
は
、
体
液
、
分
泌
液

を
介
し
て
の
可
能
性
も
全
く
否

定
は
で
き
な
い
が
、
血
液
を
介

し
て
の
感
染
の
可
能
性
が
最
も

一
周
い
。

②
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
次
の

も
の
に
含
ま
れ
て
い
る
。

体
液
函
血
液
、
精
液
、
唾
液
、

涙
液
、
胸
水
、
腹
水
、
髄
液
、

母
乳
、
膣
分
泌
液
排
泄
物
亜

尿
、
便
組
織
函
リ
ン
パ
節
、

骨
髄
こ
の
う
ち
、
血
液
と
精

液
に
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

二
、
患
者
の
取
扱
い

右
記
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日

常
ま
た
は
社
交
上
の
接
触
に
よ

る
感
染
の
報
告
は
な
く
、
通
常

の
診
療
で
は
、
感
染
す
る
可
能

性
は
少
な
い
が
、
感
染
の
可
能
性

の
高
い
内
視
鏡
検
査
、
バ
イ
オ

プ
シ
ー
、
手
術
、
分
娩
、
血
液

透
析
等
の
観
血
的
診
療
を
行
う

場
合
に
は
必
要
に
応
じ
て
対
象

患
者
の
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を

実
施
す
る
。
エ
イ
ズ
患
者
の
診

療
や
検
査
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑩
患
者
に
対
す
る
注
意
事
項

エ
イ
ズ
患
者
を
収
容
す
る
（

入
院
）
場
合
の
個
室
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
症
状
に
よ
っ
て
異
な

る
の
で
、
主
治
医
の
判
断
に
よ

り
決
定
す
る
。
患
者
に
は
、
病

院
内
外
を
問
わ
ず
最
低
限
次
の

生
活
上
の
注
意
事
項
を
守
ら
せ

る
。
①
カ
ミ
ソ
リ
、
歯
ブ
ラ
シ
、

タ
オ
ル
等
日
常
生
活
用
品
は
専

用
と
す
る
。
②
排
尿
、
排
便
、

月
経
処
置
等
の
後
は
、
石
鹸
を

用
い
て
流
水
で
十
分
な
手
洗
を

行
う
。
③
乳
幼
児
に
口
移
し
に

食
物
を
与
え
る
な
ど
の
こ
と
を

さ
せ
な
い
。

②
医
療
従
事
者
の
注
意
事
項

医
師
、
技
師
、
看
護
婦
等
エ

イ
ズ
患
者
の
診
療
に
従
事
す
る

者
は
、
次
の
よ
う
な
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
①
患
者
の
診
療
を

行
う
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て

手
袋
を
着
用
し
、
血
液
等
を
浴

び
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
、
あ
る

い
は
内
視
鏡
検
査
、
病
理
検
査
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な
ど
の
濃
厚
な
接
触
が
な
さ
れ

る
場
合
は
、
マ
ス
ク
、
キ
ャ
ッ

プ
、
予
防
衣
、
予
防
限
鏡
（
ゴ

ー
グ
ル
）
等
を
着
用
す
る
。
②
鋭

利
な
医
療
器
具
（
注
射
針
、
メ

ス
、
そ
の
他
の
鋭
利
な
器
具
）

に
よ
る
刺
傷
を
受
け
な
い
よ
う

最
大
限
の
注
意
を
払
う
。
③
医

療
従
事
者
の
皮
膚
、
粘
膜
に
創

傷
や
炎
症
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
部
分
が
露
出
し
な
い
よ
う
に

す
る
。
④
咳
の
で
る
患
者
に
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
さ
せ
る
。
⑤
汚

染
部
位
の
消
毒
剤
（
消
毒
用
エ

タ
ノ
ー
ル
）
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
て
お
く
。
⑥
病
室
、
ト
イ

レ
の
清
掃
や
体
液
、
排
泄
物
を

処
理
す
る
場
合
は
、
手
衣
、
マ

ス
ク
、
キ
ャ
ッ
プ
、
予
防
衣
を

着
用
し
、
体
液
、
排
泄
物
の
飛

沫
を
浴
び
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、

さ
ら
に
予
防
眼
鏡
（
ゴ
ー
グ
ル
）

を
着
用
す
る
。

③
そ
の
他
の
注
意
事
項

①
目
・
日
三
・
‐
曰
・
巨
二
の
蘇
生

術
は
さ
け
る
。
救
急
蘇
生
バ
ッ

グ
、
人
工
換
気
装
置
は
常
時
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

②
汚
染
さ
れ
た
物
は
、
危
険
で

あ
る
こ
と
を
表
示
し
た
非
通
過

性
の
袋
に
納
め
、
所
定
の
消
毒

を
行
っ
た
う
え
で
、
再
生
ま
た

は
焼
却
す
る
。
焼
却
で
き
な
い

物
は
、
加
熱
滅
菌
し
て
廃
棄
す

る
。
③
焼
却
場
ま
で
の
運
搬
は
、

必
ず
手
袋
を
使
用
し
、
そ
の
手

袋
は
消
却
物
と
と
も
に
、
焼
却

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

三
、
検
体
の
取
扱
い

エ
イ
ズ
患
者
の
検
体
の
採
取

や
検
査
に
当
た
っ
て
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
血
液
の
採
取
エ
ァ
ゾ
ー
ル

や
微
粒
子
を
つ
く
ら
な
い
た
め

に
は
、
真
空
採
血
が
望
ま
し
い
。

②
尿
の
採
取
ブ
タ
付
き
の
カ

ッ
プ
を
使
用
す
る
。
③
検
体
の

注
意
表
示
患
者
か
ら
採
取
し

た
血
液
、
ま
た
は
分
泌
液
等
の

容
器
に
は
、
関
係
者
に
注
意
を

促
す
標
識
を
付
け
る
。

四
、
消
毒
方
法

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
方

法
は
、
別
表
を
参
考
に
す
る
。

①
医
療
従
事
者
が
汚
染
さ
れ
た

場
合
ｌ
石
鹸
を
用
い
て
流
水
で

十
分
に
水
洗
、
あ
る
い
は
汚
染

部
位
を
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
で

消
毒
す
る
。
②
医
療
用
機
械
器

具
が
汚
染
さ
れ
た
場
合
Ｉ
医
療

用
機
械
器
具
は
、
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
あ
る
い
は
グ
ル

タ
ー
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
消
毒
し

た
後
、
ガ
ス
滅
菌
を
行
う
。
③

着
衣
、
ベ
ッ
ド
、
床
等
が
汚
染

さ
れ
た
場
合
ｌ
直
ち
に
消
毒
用

エ
タ
ノ
ー
ル
ま
た
は
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
も
し
く
は
グ
ル

タ
ー
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
か
け
、

そ
の
後
、
紙
、
布
等
で
拭
き
取

る
。
④
病
室
の
消
毒
Ｉ
入
院
中

は
、
毎
日
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
に
よ
る
清
掃
を
行
う
。
退

院
後
は
、
フ
ォ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
ガ
ス
に
よ
る
消
毒
後
、
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
ま
た
は
グ

ル
タ
ー
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
よ
り

清
掃
を
行
う
。
⑤
食
器
等
の
消

毒
ｌ
食
器
等
の
消
毒
は
、
洗
剤

を
用
い
て
十
分
に
洗
浄
を
行
え

ば
、
特
に
一
般
患
者
と
区
別
す

る
必
要
は
な
い
。

五
、
そ
の
他

①
職
員
の
健
康
管
理
ｌ
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
、
あ
る
い

は
エ
イ
ズ
の
発
症
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
医
療
従
事
者
に
適

切
な
注
意
、
指
導
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
妊
娠
し
て
い

る
医
療
従
事
者
は
、
感
染
を
受

け
易
い
こ
と
は
な
い
が
、
万
一

感
染
し
た
場
合
に
は
胎
児
へ
の

感
染
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

一
層
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
注
射
針
事
故
等
に
よ
り

感
染
の
危
険
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
と
き
は
、
医
師
に
受
診
さ

せ
、
そ
の
指
示
に
従
う
。

②
秘
密
保
持
ｌ
エ
イ
ズ
患
者
及

び
そ
の
家
族
の
人
権
と
秘
密
を

保
護
す
る
観
点
か
ら
、
秘
密
保

持
に
は
格
別
の
注
意
を
払
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
③
キ
ャ
リ

ァ
ヱ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
保
持
者
）

の
取
扱
い
ｌ
原
則
と
し
て
、
エ

イ
ズ
患
者
に
準
じ
た
扱
い
と
す
る
。

別
表

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
方
法

（
消
毒
方
法
及
び
処
理
条
件
）

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
０

．
５
％
、
～
釦
分
。
フ
ォ
ル
ム

ア
ル
デ
ヒ
ド
、
５
％
皿
～
別
分
。

エ
タ
ノ
ー
ル
、
７
０
％
、
～
刈

分
。
グ
ル
タ
ー
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
、

２
％
、
～
釦
分
。
煮
沸
、
加
分
。

オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
、
１
２
１
℃

（
２
５
０
．
Ｆ
）
加
分
（
ミ
エ
○

へ
Ｃ
Ｄ
ｍ
へ
シ
閂
己
の
声
。
］
）

に
よ
る
。

（
医
事
課
）
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さ
き
ご
ろ
株
価
の
急
上
昇
で

話
題
に
な
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
あ
る

が
、
生
活
の
中
で
も
電
話
は
ま

す
ま
す
利
用
度
を
高
め
、
更
に

機
能
を
伸
ば
し
て
き
て
い
る
。

十
四
年
前
旭
川
に
越
し
て
き
て

早
速
申
し
こ
ん
だ
電
話
が
、
回

線
不
足
と
や
ら
で
三
年
目
に
や

っ
と
つ
い
た
時
の
感
激
な
ど
今

は
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

一
日
に
二
千
人
近
い
人
が
出

入
り
す
る
こ
の
病
院
の
電
話
の

利
用
件
数
は
果
し
て
ど
の
位
の

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
院
に
か

か
っ
て
く
る
電
話
の
中
で
、
診

療
案
内
に
関
す
る
も
の
が
あ
る

が
、
単
な
る
診
療
日
等
に
つ
い

て
は
交
換
室
で
対
応
し
、
受
診

科
等
の
相
談
は
総
合
案
内
や
看

護
部
副
部
長
席
に
ま
わ
さ
れ
る
。

内
容
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
が
、

中
に
は
ど
こ
が
一
番
苦
し
い
の

か
、
ど
こ
を
み
て
も
ら
い
た
い

の
か
等
は
っ
き
り
せ
ず
長
々
と

話
す
ぐ
ち
タ
イ
プ
や
、
地
域
社

会
の
医
療
に
対
す
る
不
満
を
一

気
に
ぶ
ち
ま
け
興
奮
す
る
タ
イ

プ
な
ど
様
々
で
あ
る
。
多
い
時

に
は
午
後
か
ら
立
て
続
け
に
八

件
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
が

「
い
の
ち
の
電
話
」
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
と
は
違
い
、
仕
事
中

に
受
け
る
た
め
、
堂
々
め
ぐ
り

の
お
年
寄
り
の
話
な
ど
を
聴
い

て
い
る
と
つ
い
結
論
を
急
ぎ
た

く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
又
、
同

蕊

蟻い
う
ん
で
す
。
で
も
私
は
…
」

の
く
り
返
し
で
、
実
は
市
内
の

数
病
院
、
本
院
の
数
科
を
病
名

を
求
め
て
さ
ま
よ
う
女
性
で
あ

っ
た
り
す
る
。
こ
う
い
う
人
に

こ
そ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
場
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と

も
あ
る
。

電
話
は
道
北
医
療
圏
全
域
か

ら
と
い
っ
て
よ
く
、
始
め
の
う

ち
と
ま
ど
っ
た
町
の
名
前
も
近

頃
で
は
地
図
の
上
で
ど
の
辺
と

す
ぐ
思
い
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
先
頃
、
看
護
婦
募
集
等
の

仕
事
で
紋
別
や
羽
幌
に
行
っ
た

時
、
バ
ス
の
窓
か
ら
、
受
診
相

談
の
電
話
で
聞
き
な
れ
た
土
地

の
名
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、

と
て
も
な
つ
か
し
く
こ
ん
な
に

遠
い
と
こ
ろ
か
ら
病
身
で
通
院

さ
れ
る
の
は
さ
ぞ
ご
苦
労
の
多

い
こ
と
と
身
に
し
み
て
感
じ
た

次
第
で
あ
る
。

受
診
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
で
一
番
答
え
に
窮
す
る
の
は
、

「
現
在
治
療
を
受
け
て
い
る
医

師
に
内
緒
で
、
旭
川
医
大
に
行

き
た
い
。
つ
い
て
は
戻
れ
な
い

の
で
そ
の
ま
ま
入
院
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
類
い
の
も
の
で

あ
る
。
も
う
一
度
主
治
医
と
よ

く
話
し
あ
っ
て
み
る
よ
う
に
言

う
の
で
あ
る
が
、
患
者
さ
ん
や

家
族
の
気
持
と
医
療
者
側
と
に

い診 議一
き
ま
し
た
。

一
科
を
紹
介
す

何る状とかじ
ととをがけ人
も弓きあてが
なそいりき何
いこて、た度
とは受症こも

【
薬
剤
部
］

副
作
用
情
報
㈹

光
線
過
敏
症
を
起
こ
す
薬
剤

光
線
照
射
に
よ
っ
て
発
症
し

た
り
悪
化
な
い
し
誘
発
さ
れ
る

皮
膚
疾
患
は
、
光
線
過
敏
症
と

呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
疾

患
は
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
少
な
い

白
人
に
多
く
、
黒
人
や
黄
色
人

種
の
よ
う
に
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の

多
い
種
族
は
白
人
に
比
べ
少
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
・

し
、
近
圧
皮
膚
疾
患
を
起
こ
す

薬
物
や
化
学
品
が
多
数
市
販
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
お
よ

び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
多
様
化
が
進
み
、

直
接
皮
膚
に
太
陽
光
線
が
当
た

る
頻
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
我
国
で
も
こ

の
よ
う
な
疾
患
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

薬
剤
に
よ
る
光
線
過
敏
症
に

は
多
く
の
発
症
機
序
が
関
与
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

光
毒
性
と
光
ア
レ
ル
ギ
ー
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

開
き
が
あ
り
な
か
な
か
む
ず
か

し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
私
達
旭
川
医
大

に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
、
心

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
で
あ
る
。
な
お
こ
の
一
月
か

ら
の
エ
イ
ズ
問
題
で
は
電
話
に

よ
る
問
い
合
わ
せ
は
二
十
一
件

で
あ
る
。（
看
護
部
増
岡
滋
子
）

ま
ず
光
毒
性
は
そ
の
発
症
頻

度
が
光
ア
レ
ル
ギ
ー
よ
り
高
く
、

光
励
起
さ
れ
た
薬
物
が
細
胞
核
、

細
胞
質
あ
る
い
は
細
胞
膜
な
ど

と
反
応
し
て
発
症
す
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
皮
膚
炎
の
症
状

は
日
や
け
様
を
呈
し
ま
す
。
表

１
に
光
毒
性
物
質
を
示
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
ソ
ラ
ー
レ
ン
（

Ｐ
Ｓ
）
類
は
代
表
的
薬
剤
で
あ

り
、
光
毒
性
、
即
ち
紅
斑
と
浮

腫
の
後
に
起
こ
る
色
素
沈
着
と

い
う
好
ま
し
く
な
い
作
用
を
利

用
し
て
尋
常
性
白
斑
病
の
治
療

に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
や
フ

ェ
ノ
チ
ァ
ジ
ン
系
薬
剤
は
、
Ｐ

Ｓ
類
と
異
な
り
、
光
ア
レ
ル
ギ

ー
タ
イ
プ
の
過
敏
症
も
呈
し
ま

す
。
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
類
は

細
胞
質
と
強
く
反
応
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
ノ
ロ
ン

系
抗
菌
剤
で
あ
る
ナ
リ
ジ
ク
ス

酸
で
発
症
す
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
同
系

の
エ
ノ
キ
サ
シ
ン
に
よ
る
発
症

が
、
厚
生
省
副
作
用
情
報
恥
別

で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
化
学
構
造
上
の
類
似
は
、

キ
ノ
ロ
ン
骨
格
に
あ
り
、
同
じ

骨
格
を
有
す
る
他
の
キ
ノ
ロ
ン

系
抗
菌
剤
に
お
い
て
も
、
今
の

と
こ
ろ
報
告
が
な
い
と
は
言
え

発
症
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

一
方
、
光
ア
レ
ル
ギ
ー
は
抗

原
ｌ
抗
体
反
応
に
よ
っ
て
起
こ

り
、
即
時
型
と
遅
延
型
が
あ
り

ま
す
。
薬
剤
に
よ
る
も
の
は
ほ

と
ん
ど
が
遅
延
型
で
、
様
乃
な

ア
レ
ル
ギ
ー
様
症
状
を
示
し
、

光
毒
性
に
比
べ
微
量
の
薬
剤
で

あ
っ
て
も
特
定
の
患
者
に
、
一

定
の
潜
伏
期
間
後
発
症
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
表
２
に
光
ア
レ
ル
ギ
ー
感

作
物
質
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
薬
剤
の
中
に
は
利
尿
剤
や
ト

ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
の
よ
う

に
光
毒
性
を
起
こ
す
も
の
も
含

ま
れ
て
お
り
、
個
々
の
患
者
に

つ
い
て
そ
の
発
症
機
序
が
い
ず

れ
に
よ
っ
て
い
る
の
か
を
臨
床

的
に
決
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し

も
容
易
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
厚
生
省
副
作
用
情
報

脆
弱
に
は
抗
真
菌
剤
で
あ
る
「

フ
ル
シ
ト
シ
ン
に
よ
る
光
線
過

敏
症
」
が
、
地
田
に
は
「
薬
剤

に
よ
る
光
線
過
敏
症
」
と
題
し

て
解
説
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
薬
品
情
報
室
長
藤
田
育
志
）

衷乙光アレルギー悪作物質

Antibac[erialCompounds 

halogenatedsalicylanilidesandrelated 

compounds，sulfbnamides 

Antifungals 

gTiseofUlvin，企ntichlor，multMimgin，jadi上
Anuhigr2min麹

promethazine，diphenhydramine 

Blankophores 

Cyclamates 
Diuretics 

chlororhi亟iｄ

ｍｅｔ１Ｃｒ２ｎｅ 

e，hydrochlorothiazide，ｆｕ｢osemide， 

HypoglycemicAgents 
tolbq1mmid 

Sun風cTeens

ｅ， chl orpropaml 

P-aminobenzoicacid 
TranquilizerS 

chl 

， 

dｅ 

substitutedbenzoicacid 

orpromazine，levomepromazine，prochlorpe． 

raZmeD 

poxide 

thioridazine，perphenazine，chlordiaze． 

AnticancerDrug8 
5-fluorouracil 

その他

，tega fur 

muBkambrette，diltiazemhydrcchloride 

表１．光毒性物質

Antibacterialcompounds 

sulfanilamide，nalidixicacid 

HypoglycemicAgents 

tolbutamide，chlorpropamide 
Diureti理

chlorthiazide，hydrochlorothiazide，furosemide， 
mPticmn② 

Tranquil U２ＰＴｇ 

chlorpromazine，promethazine，perphenazine 
AntibiOtics 

demethylchlortetracycline 
P8ornlenq 

８－methoxypsoralen，５－methoxypsoralen 

trimethylp8oralen 

Pheophorbide 

pheop horbidea 
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一
社
会
保
険
診
療
審
査
委
員
会
｜

こ
の
委
員
会
の
名
を
見
て
多

く
の
人
は
、
一
体
何
を
す
る
委

員
会
か
と
い
ぶ
か
る
か
も
知
れ

な
い
。
本
委
員
会
は
各
診
療
科

に
お
い
て
毎
月
、
患
者
毎
に
診

療
報
酬
請
求
明
細
書
を
整
備
・

記
載
し
、
社
会
保
険
支
払
基
金
、

国
保
連
合
会
等
に
送
付
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
審
査
を
経
て
診
療
費

を
請
求
す
る
の
が
任
務
で
あ
る
。

こ
の
請
求
に
よ
っ
て
本
院
で
の

収
入
の
ほ
と
ん
ど
が
決
定
さ
れ

る
の
で
、
収
入
に
関
し
て
は
も

っ
と
も
重
要
な
任
務
を
も
っ
た

委
員
会
で
あ
る
。
委
員
会
は
十

七
診
療
科
か
ら
選
出
さ
れ
た
各

一
名
の
委
員
よ
り
構
成
さ
れ
、

他
に
一
名
の
保
険
委
員
の
協
力

を
え
て
、
医
事
課
医
事
係
と
の

連
携
の
下
に
毎
月
の
請
求
業
務

を
行
っ
て
い
る
。
委
員
お
よ
び

保
険
委
員
の
先
生
方
に
は
日
常

の
診
療
・
研
究
の
他
に
業
務
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

そ
の
御
苦
労
に
対
し
て
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
払
基
金
等
に
お
け
る
請
求

書
の
審
査
は
保
険
療
養
担
当
規

則
に
基
づ
い
て
、
現
在
の
医
療

水
準
の
一
般
的
通
念
に
準
拠
し

て
行
わ
れ
、
と
く
に
二
十
万
点

以
上
の
高
額
請
求
は
特
別
委
員

会
で
慎
重
な
審
査
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
。
書
類
審
査
で
あ
る

率
で
、
昭
和

・
二
一
％
と

の
査
定
率
は

全
国
国
立
大

学
病
院
で
は

最
低
の
率
で

あ
る
。
こ
の

事
実
は
本
院

に
お
け
る
診

療
が
適
切
で

あ
る
こ
と
の

証
左
で
あ
る

が
、
同
時
に

支
払
基
金
等

に
お
け
る
大

学
病
院
の
診

療
に
対
す
る

理
解
に
よ
る

こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
査

か
ら
、
患
者
の
実
際
の
診
療
に

携
わ
る
医
師
と
は
、
治
療
法
な

ど
に
つ
い
て
見
解
を
異
に
し
、

査
定
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

本
院
に
お
け
る
医
療
費
の
査

定
率
は
別
図
の
よ
う
に
、
昭
和

五
十
六
年
度
ま
で
は
請
求
額
の

○
・
一
％
以
下
と
低
率
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
五
十
七
年
よ
り
○

・
五
％
以
上
に
急
増
し
た
。
こ

れ
は
高
額
の
薬
剤
、
と
く
に
免

疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
や
新
し
い
抗
生

物
質
の
過
剰
、
不
適
使
用
と
の

理
由
に
よ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
の
後
○
・
三
％
前
後
の
査
定

率
で
、
昭
和
六
十
一
年
度
は
○

・
二
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

保険請求査定率％ 

１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
 

査
定
率

定
さ
れ
た
内
容
に
異
議
が
あ
る

場
合
は
理
由
を
附
し
て
再
審
査

を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

残
念
な
が
ら
再
審
査
に
お
い
て

復
活
さ
れ
る
率
は
低
く
、
復
活

率
は
一
％
以
下
に
過
ぎ
な
い
（

国
保
連
合
会
で
の
再
審
査
復
活

率
は
十
九
％
）
。
現
在
査
定
の

項
目
を
見
る
と
、
前
述
の
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
、
抗
生
物
質
、
Ｆ

Ｏ
Ｙ
な
ど
の
酵
素
阻
害
剤
の
他
、

臨
床
検
査
（
生
化
学
、
血
液
ガ

ス
分
析
、
胸
部
Ｘ
線
写
真
な
ど
）

の
回
数
が
過
剰
と
い
う
理
由
で

削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

本
委
員
会
の
任
務
の
遂
行
に

は
各
診
療
科
各
位
の
御
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。

社
会
保
険
診
療
審
査
委
員
会

委
員
長
牧
野
幹
男

（
検
査
部
）

昭
和
五
十
九
年
度

昭
和
五
十
八
年
度

昭
和
五
十
七
年
度

昭
和
五
十
六
年
度

昭
和
五
十
五
年
度

昭
和
五
十
四
年
度

昭
和
五
十
三
年
度

昭
和
五
十
二
年
度

昭
和
五
十
一
年
度

こ
の
度
九
階
東
Ｎ
Ｓ
を
紹
介

す
る
に
あ
た
り
、
開
院
十
年
を

経
て
、
当
院
も
大
学
病
院
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
当
Ｎ
Ｓ
も
開
設
当

初
の
試
行
錯
誤
の
時
代
を
経
て
、

そ
れ
な
り
に
充
実
し
て
き
た
と

思
い
ま
す
。

当
Ｎ
Ｓ
の
開
設
は
昭
和
五
十

三
年
一
月
一
日
九
階
西
Ｎ
Ｓ
か

ら
第
一
外
科
と
脳
外
科
の
混
合

病
棟
と
し
て
発
足
し
、
現
在
は

第
一
外
科
（
四
十
二
床
）
、
歯

科
口
腔
外
科
（
六
床
）
の
混
合

病
棟
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

看
護
職
員
は
婦
長
以
下
二
十

名
で
、
看
護
体
制
は
三
人
夜
勤

制
、
業
務
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と

す
る
チ
ー
ム
・
ナ
ー
シ
ン
グ
、

術
後
患
者
、
重
症
患
者
を
対
象

と
す
る
受
持
制
及
び
一
部
機
能

別
を
加
え
て
の
三
者
併
用
で
す
。

診
療
内
容
は
第
一
外
科
が
グ

ル
ー
プ
制
診
療
を
行
い
、
心
血

管
系
、
呼
吸
器
系
、
消
化
器
系

と
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
し
て
歯
科
口
腔
外
科
と

正
に
四
科
混
合
病
棟
の
感
が
す

る
繁
雑
極
ま
る
病
棟
で
あ
り
ま

す
。患
者
の
状
況
は
長
時
間
に
及

ぶ
大
手
術
後
の
患
者
、
重
症
患

者
、
そ
し
て
救
急
患
者
も
多
く
、

そ
れ
に
伴
な
う
緊
急
手
術
、
又

老
人
患
者
が
大
半
を
占
め
る
等

従
っ
て
看
護
婦
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
、
第
一
に
患
者
の
安
全
、

又
症
度
の
高
い
患
者
の
精
神
的

援
助
、
救
急
看
護
の
訓
練
等
か

ら
な
り
、
質
の
高
い
も
の
が
堂
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
患
者
及
び

家
族
の
満
足
の
出
来
る
看
護
の

可
能
性
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

一
日
の
業
務
は
朝
の
申
送
り

に
始
ま
り
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
通
し
て
、
看
護
計
画
、
修
正
、

そ
し
て
評
価
を
し
て
、
患
者
の

個
別
性
に
応
じ
た
ケ
ア
を
一
同

で
検
討
し
、
回
診
、
検
査
、
処

置
、
看
護
ケ
ア
を
遂
行
し
ま
す

が
、
当
Ｎ
Ｓ
の
業
務
の
性
質
上
、

医
師
も
看
護
婦
も
か
な
り
の
体

力
と
精
神
的
緊
張
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
様
な
職
場
の
中
で
、

常
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、

当
然
の
事
な
が
ら
職
員
の
健
康

管
理
、
信
頼
に
基
づ
く
人
間
関

係
を
大
切
に
、
お
互
い
に
思
い

二
十
四
時
間
濃

厚
治
療
、
濃
厚

看
護
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

理
学
療
法
室

朝
野
裕
一

フ
レ
ッ
シ
ュ
と
は
い
え
、
医

大
病
院
に
勤
め
出
し
て
早
や
一

年
以
上
経
ち
ま
し
た
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
は
い
え
、
年
は
結
構
く

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

私
で
す
が
、
今
回
こ
の
原
稿
を

書
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
、

年
度
も
新
た
ま
っ
た
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

気
持
ち
で
書
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
の
勤
め
て
お
り
ま
す
理
学

療
法
室
は
、
整
形
外
科
外
来
の

真
向
い
に
あ
り
、
通
称
「
リ
ハ

ビ
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
皆
さ
ん
は
「
リ
ハ
ビ

リ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
何
を
想

や
り
の
精
神
を
持
続
し
、
一
致

協
力
す
る
こ
と
、
又
仕
事
は
か

な
り
ハ
ー
ド
で
は
あ
る
が
、
職

場
の
雰
囲
気
は
自
由
で
あ
る
こ

と
、
話
し
合
い
を
十
分
に
行
う

等
、
明
る
い
職
場
こ
そ
、
よ
い

看
護
の
使
命
を
果
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
新
採
用
者
三
名
を
迎

え
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
、

い
つ
ま
で
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う

な
看
護
婦
に
な
っ
て
欲
し
い
と
、

心
か
ら
念
願
し
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

（
看
護
婦
長
沢
沼
敏
子
）
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こ
れ
は
間
違
い
で
す
）
、
電
気

を
あ
て
て
く
れ
る
、
首
を
引
っ

ぱ
っ
て
く
れ
る
（
こ
う
い
う
事
も

確
か
に
や
り
ま
す
）
、
機
能
の

回
復
訓
練
を
す
る
（
確
か
に
そ

れ
も
含
ま
れ
ま
す
）
な
ど
な
ど
、

様
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
そ
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
言

い
表
わ
し
切
れ
ま
せ
ん
。
通
常

私
も
リ
ハ
ビ
リ
、
リ
ハ
ビ
リ
と

言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
実
は
多

少
な
り
と
も
抵
抗
感
を
も
っ
て

使
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉

自
体
が
非
常
に
哲
学
的
な
意
味

を
含
ん
だ
重
い
言
葉
で
、
そ
れ

を
気
軽
に
使
っ
て
し
ま
う
事
へ

の
抵
抗
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
私
自
身
「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
何
た
る
か
を

は
っ
き
り
つ
か
ん
で
は
い
ま
せ

ん
。
こ
の
場
で
こ
れ
以
上
長
々

と
説
明
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ど

う
ぞ
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
理

学
療
法
室
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

そ
し
て
、
一
体
そ
こ
で
何
を
し

て
い
る
の
か
を
見
て
下
さ
い
。

狭
い
部
屋
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ボ
ス
の
橘
内
先
生
共
々
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

す
っ
か
り
固
い
話
に
な
り
ま

れし１マうで像
るてジツかしす
へ〈をサ。よる

高
度
情
報
化
時
代
と
言
わ
れ
る
現
代
、

医
療
の
場
に
お
い
て
も
膨
大
な
情
報
が

氾
濫
し
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
医
薬

品
は
情
報
の
か
た
ま
り
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
薬
品
情
報
室
は
現
在
専
任
薬

剤
師
一
名
に
て
業
務
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
具
体
的
な
業
務
内
容
と
し
て
は
、

①
主
と
し
て
医
薬
品
の
有
効
性
と
安
全

性
に
つ
い
て
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
従
事
者
か
ら
の
質
疑
に
対
す
る
回

答
（
冒
朋
】
ご
①
な
業
務
『
②
院
内
へ
の

己
冒
、
ｚ
の
重
の
等
に
よ
る
ｇ
８
１
員
①

な
情
報
の
提
供
（
：
ご
く
①
な
業
務
）
、

③
こ
れ
ら
業
務
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な

対
応
の
た
め
の
各
種
医
薬
品
情
報
の
収

集
、
整
理
、
保
管
と
そ
の
評
価
能
力
の

研
鍛
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

当
室
に
は
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
が
、
医
薬
品
と
は
縁
の
う
す
い
と

思
わ
れ
る
日
常
的
な
も
の
か
ら
、
疾
患

と
医
薬
品
の
正
確
な
知
識
が
な
け
れ
ば

返
答
の
で
き
な
い
よ
う
な
、
特
殊
な
問

題
の
あ
る
患
者
へ
の
薬
物
療
法
に
関
す

る
も
の
ま
で
多
種
多
様
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
、
こ
の
辺
で
終
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
、
私
再
び
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
 

薬
品
情
報
室

の
鑑
別
」
で
、
こ
れ
は
医
師
が
患
者
の

薬
歴
を
知
る
た
め
に
必
要
な
情
報
と
思

わ
れ
ま
す
。
次
い
で
「
用
法
・
用
量
」
、

「
薬
効
・
薬
理
」
、
「
副
作
用
」
が
多

く
、
安
全
性
・
有
効
性
に
対
す
る
関
心

の
一
問
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
の

他
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
が
、
医
薬
品
添
付
文
書
も
含
め
た
「

、
文
献
依
頼
」
も
あ
り
、
こ
れ
は
各
種
資

料
が
当
室
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
い
う

認
識
が
広
ま
っ
た
も
の
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
質
疑
に
つ
い
て
は
大

学
病
院
と
い
う
性
格
上
、
院
外
の
施
設

か
ら
の
質
問
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
先
の
業
務
に
加
え
、
①
医

薬
品
要
覧
の
追
補
版
や
改
訂
版
の
随
時

発
行
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
デ

ー
タ
入
力
整
備
、
②
治
験
薬
、
試
用
薬

に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
整
理
、
③
副

作
用
収
集
体
制
へ
の
協
力
、
④
化
学
薬

品
、
家
庭
用
品
、
農
薬
等
の
中
毒
情
報

の
収
集
と
伝
達
な
ど
、
こ
れ
ら
が
円
滑

に
機
能
す
る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

医
薬
品
に
関
す
る
膨
大
な
情
報
の
中

か
ら
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
だ
け
を
収
集
、

提
供
す
る
こ
と
は
至
難
の
技
で
は
あ
り

ま
す
が
、
か
か
る
業
務
を
通
じ
て
適
正

な
薬
物
療
法
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、
薬

iililililllll1lIlIlillllil 
品
情
報
室
の
責
務

と
考
え
、
医
療
の

向
上
に
微
力
な
が

ら
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
薬
品
情
報
室
長

藤
田
育
志
）

質
疑
の
内
容
を

柵
年
度
で
み
て

み
ま
す
と
、
第

一
位
は
「
製
剤

医
師
が
患
者
の

要
な
情
報
と
思

用
法
・
用
量
」
、

副
作
用
」
が
多

に
対
す
る
関
心

え
ま
す
。
そ
の

た
っ
て
お
り
ま

書
も
含
め
た
「

こ
れ
は
各
種
資

停
電
で
あ
り
緊
急
事
態
発
生
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
事
態
に
す
み
や
か
に
対

処
す
る
の
が
、
中
央
機
械
室
二

階
に
配
置
さ
れ
て
い
る
総
勢
六

名
（
施
設
課
電
気
係
所
掌
）
の

電
工
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
ま
す
。

我
々
六
名
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
昼

夜
二
十
四
時
間
の
交
替
制
勤
務

（
変
則
勤
務
）
で
あ
る
た
め
、

通
常
は
、
一
一
、
三
名
の
少
人
数

で
配
置
さ
れ
、
か
か
る
事
態
に

す
み
や
か
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

院
内
の
到
る
所
に
、
多
く
の
電
気
機

器
が
、
設
置
さ
れ
、
毎
日
、
そ
れ
ぞ
れ

の
使
用
目
的
を
も
っ
て
運
転
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
電
気
機
器
単
体
が
、
停
止
し
た

場
合
の
原
因
究
明
（
機
械
的
、
電
気
的

要
因
）
に
は
、
た
い
し
て
時
間
は
か
か

り
ま
せ
ん
が
、
院
内
広
範
囲
と
な
る
と

こ
れ
は
単
な
る
機
器
の
停
止
で
は
な
く

勤
務
中
は
少
し
で
も
気
を
緩
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
て
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
が
、
保
守
管

理
し
て
い
る
電
気
設
備
で
す
が
、
電
力

会
社
か
ら
供
給
さ
れ
て
き
た
特
別
高
圧

（
三
万
ボ
ル
ト
）
を
高
圧
（
六
千
ボ
ル

ト
）
又
は
低
圧
（
百
ボ
ル
ト
又
は
二
百

ボ
ル
ト
）
に
降
圧
し
た
り
、
し
ゃ
断
す

る
変
電
機
器
等
、
非
常
時
に
即
応
す
る

非
常
用
発
電
機
、
さ
ら
に
、
無
停
電
装

置
と
い
っ
た
大
型
電
気
機
器
か
ら
照
明
、

コ
ン
セ
ン
ト
の
よ
う
な
一
般
電
気
器
具
、

さ
ら
に
自
動
火
災
報
知
機
等
の
防
災
機

病院で働く人々(13）ま
す
。こ
の
よ
う
に
し
て
、
目
に
見
え
な
い

極
め
て
危
険
な
電
気
を
相
手
に
昼
夜

兼
行
で
従
事
し
て
い
る
我
々
ス
タ
ッ
フ

一
同
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
施
設
課
電
気
係
）

器
、
テ
レ
ビ
共
視
聴
、
電
話
設
備
と
い

っ
た
通
信
機
器
等
々
、
電
気
に
間
す
る

多
く
の
機
器
が
あ
り
、
そ
の
電
気
保
安

に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
の
電
気
設
備
も
十
年
の
節
目
を

迎
え
、
経
過
年
数
と
と
も
に
故
障
等
の

発
生
も
除
々
に
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
少
し
で
も
な
く
す
る

た
め
、
毎
年
秋
に
は
約
二
ヶ
月
間
、
日

曜
、
休
日
を
返
上
し
て
、
大
規
模
な
作

業
停
電
を
実
施
、
機
器
全
体
の
不
具

合
、
ビ
ス
の
ゆ
る
み
、
脱
落
、
変
形
、

変
色
等
を
つ
ぶ
さ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
電

ビ
ス
の
ゆ
る
み
、
脱
落
、
変
形
、

等
を
つ
ぶ
さ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
電

気
保
安
の
強
化
を
計
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
点
検
の
結
果
、
異
常
が

発
見
さ
れ
た
機
器
に
つ
い
て
は
、

程
度
、
部
位
に
も
よ
り
ま
す
が
、

再
作
業
停
電
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

関
係
各
位
の
協
力
を
も
っ
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
作
業
停
電
の
回
数
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
、
分
電
盤

（
照
明
、
コ
ン
セ
ン
ト
等
の
開

閉
盤
）
等
は
、
詳
細
な
点
検
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
案
し
、
通
年

に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
お
り

鑓


